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長野県企業局では、電気や土木の技術職員が県民の暮らしを
支えるため、日々働いています。
電気や水道といった生活に欠かせない「ライフライン」を守る
仕事は、大きな誇りとやりがいがあります。

●電気・機械について学ぶ学生のみなさん
●電気・機械分野の技術を持つ方

長野県企業局ホームページ ▶ ▶ ▶ ブランドサイト ▶ ▶ ▶

動画などを通じてより詳細に
企業局について紹介しています

企業局PRキャラクター

水望メグ
みず もち

松塩水道用水管理事務所
塩尻市大字宗賀字本山5225-1
TEL 0263-52-3330　FAX 0263-52-3331

北信発電管理事務所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-283-7041　FAX 026-283-7614

上田発電建設事務所
上田市天神1-8-1（上田駅前ビルパレオ内）
TEL 0268-71-0791　FAX 0268-71-0792

菅平ダム管理所
上田市菅平高原1278
TEL 0268-74-2177　FAX 0268-74-2713

上田水道管理事務所
上田市諏訪形613
TEL 0268-22-2110　FAX 0268-22-2994

川中島水道管理事務所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-284-1700　FAX 026-284-1702

企業局（本庁）
長野市大字南長野字幅下692-2（長野県庁7階）
TEL 026-235-7371　FAX 026-235-7388

中央制御所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-214-0300　FAX 026-283-7614

松本発電建設事務所
松本市空港東8909（松本空港ターミナルビル内）
TEL 0263-87-8210　FAX 0263-87-8260

高遠ダム管理所
伊那市高遠町東高遠花畑466
TEL 0265-94-2210　FAX 0265-94-2167

南信発電管理事務所
伊那市狐島3802-2
TEL 0265-72-6121　FAX 0265-78-8050

飯田発電建設事務所
飯田市座光寺3349-1（エス・バード内）
TEL 0265-49-4110　FAX 0265-49-4112

あなたの力を企業局で
活かしてみませんか？

あなたの“技術”を社会のチカラに！

企業局HP
（職員採用情報ページ）

採用情報はコチラ！



長野県企業局では、SDGs（持続可能な開発目標）も踏まえ、
経営戦略に基づき事業を推進しています。

水の恵みを未来へつなぐ

地方公共団体が行う、地域住民の生活や地域の発展に不可欠な
サービス（水の供給や下水の処理など）を提供するために経営する
企業活動のこと。税金を財源としている一般の行政機関とは異な
り、事業で得られた料金収入などをもって独立採算を基本に運営
され、企業としての経済性の発揮が求められています。

「地方公営企業」とは…長野県企業局

電気 水道

長野県企業局は、長野県が経営する「地方公営企業」です。

1961（昭和36）年に発足して以来、「地域の発展」と「公共の福祉の増進」のため、

電気・水道をはじめ、有料道路やガスなど様々な事業を実施してきました。

企業局では、現在、長野県の豊富な水資源をもとに電気事業と水道事業を経営しています。

これにより、再生可能エネルギーの供給拡大による2050ゼロカーボンの実現と

安全・安心な水道水を安定して供給する持続可能な経営体制の確立を目指しています。

県民の皆様の豊かな暮らしを実現するため、これからも企業局は、

長野県の豊かな水の恵みを未来へとつなげていきます。

『未来を見据えた計画的な投資』
『適切な財務マネジメント等による経営の安定』
『多様な事業主体との協働・連携の推進』

基本方針

県民の豊かな暮らしの実現と企業局の持続的な発展に向け、
「本県の財産である水の恵みを大切にし、これを未来につなげる取組を進展させていく」

という思いや姿勢を込めています。

基本目標

『水の恵みを未来へつなぐ』

電気事業

脱炭素社会の実現に向け、長野県の水資源を
活かす水力発電により「再生可能エネルギーの
供給拡大」などを図るため、計画的な投資と、
多様な事業主体との連携を進める

将来にわたり安全・安心な水道水を安定して
供給する持続可能な経営体制の確立に向けた、
計画的な投資、人材の育成や技術支援を行う
とともに、広域連携の強化に取り組む

水道事業
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長野県企業局の
これまでとこれから

電気事業 1961（昭和36）年～（1958～ 1961長野県電気部）
水道事業 1963（昭和38）年～
住宅事業 1961（昭和36）年～ 1969（昭和44）年
用地開発事業 1961（昭和36）年～ 1981（昭和55）年
有料道路事業 1961（昭和36）年～ 2002（平成14）年
観光施設事業 1962（昭和37）年～ 2008（平成20）年
ガス事業 1963（昭和38）年～ 2005（平成17）年

長野県企業局は、1961（昭和36）年4月に電気事業、住宅事業、
用地開発事業の３事業でスタートしました。
その後、時代の要請や地域の要望を受け、有料道路事業、観光
施設事業、水道事業、ガス事業の最大７事業を経営し、地域の
発展に大きく寄与してきました。

多くの人々に信州の豊かな自然に親しんでもらうととも
に、観光地の発展のためビーナスラインなどの有料道
路を建設・運営してきました。

新潟～東京間の天然ガスパイプラインの通過を契機と
した地域からのガス事業実施の要請を受け、全国初
の県営ガス事業を発足し、経営してきました。

長野県企業局設置1961

美和・春近発電所 運転開始
（長野県電気部設置）

1958

東日本大震災2011

用水供給事業経営認可（1982 供給開始）1973

上田水道管理事務所と諏訪形浄水場（上田市）

美和ダムと美和発電所（伊那市） 松塩水道用水管理事務所と本山浄水場（塩尻市） 横川ダムと横川蛇石発電所（辰野町）

千曲川の表流水を水源に、千曲川沿岸地域への供給を開始

FIT（固定価格買取制度）を活用し、発電所の建設を再開

改修を終えた春近発電所（伊那市）

地域の環境学習の場や、企業局職員の技術継承の場としても活用

川中島水素ステーション運転開始2019
次世代エネルギーである水素※の利活用について実証開始
※企業局の電気と水で100％再生可能エネルギー由来の水素を生成

電気事業の経営継続を決定2012

三峰川総合開発に伴い県営初となる美和発電所が運転開始 奈良井ダムを水源に、松本市と塩尻市に用水供給を開始

中央制御所開所2021 
AI・IoT等の先端技術を活用し、
スマート保安等を推進

東日本大震災を契機とした再生可能エネルギー普及拡大の
期待を受け、それまでの民営化方針を転換し、電気事業の
経営継続を決定しました。

長年にわたり安定した電力供給を続けてきた両発
電所は、運転開始から60年以上が経過し、設備
の老朽化が進んだことから、2022（令和４）年から
大規模改修工事に着手し、2025（令和７）年に運
転を再開しました。

末端給水事業経営認可（1964 給水開始）1962
上田長野地域水道事業
広域化協議会設置

2024
持続可能な水道事業経営に向け、末端給水区域の
関係市町とともに広域化の検討を開始

美和・春近発電所
大規模改修工事完了

2025

こんな事業もやっていました
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全国有数の豊富な水資源を活用した水力発電により、
地球にやさしいクリーンエネルギーの確保に努めています。

電気事業

発電所数（建設中を除く）

か所26 kW109,654
最大出力合計

年間販売電力量
（令和8年度計画値）

料金収入
（令和8年度計画値） 管理ダム

3.7億kWｈ 67.2億円 3か所
￥

【電気事業概要】

最大出力は全国9番目（地方公営企業中）※令和8年４月１日時点 ※令和8年４月１日時点

一般家庭約10万2千戸相当

Message
大島　昌宗

上田発電建設事務所

1

2 3

5

4

１.敷地を一般に開放するなど、大規模改修で地域に開かれ
た施設となった西天竜発電所（伊那市）

２.菅平発電所（上田市）の水圧鉄管路をモノレールで巡視す
る職員

３.森泉湯川発電所（御代田町）の現場見学会で水車を見学す
る子供

４.裾花発電所（長野市）の大規模改修工事
５.先端技術を活用して維持管理を行う中央制御所（長野市）

長野県の電気事業は、1958（昭和33）年に美和発電
所（伊那市）の運転開始に合わせてスタートしました。
それから60年余りが経過した現在、県内で26か所の
発電所（合計最大出力約110千kW）と3つのダムを
管理し、年間約3.7億kWhの電気を発電しています。
これは、一般家庭で使用する年間電力量の約10万2
千戸に相当します。
売電による利益は、新たな発電所の建設だけでなく、
県立学校へのタブレット端末導入等、未来を担う子供
たちへの支援にも活用するなど地域貢献にも積極的
に取り組んでいます。
発電時に二酸化炭素を排出しない水力発電は、脱炭
素社会の実現に欠かせないものであり、新たな発電所

の建設や老朽化した発電所のリニューアルを推進する
ことで、再生可能エネルギーの供給拡大に努めてい
ます。
新しい発電所の建設や既存発電所の大規模改修にあ
たっては、末永く地域の皆様に親しんでもらえるよう、
計画段階から地域の方に参画いただき、「地域連携型
水力発電所」としての取組を進めています。
発電所の運転管理や維持管理では、AI・IoT等の先
端技術を積極的に活用することで、施設の集中監視
制御や効率的な運転による発電量の最適化等にも取
り組んでいます。
私たちはこうした電気事業の取組を通じ、水の恵みを
未来へとつなげていきます。
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長野県は、高低差のある地形が生み出す豊富な水資源があり、水力発電のポテンシャルが非常に高い地域であるため、新たな地
点での電源開発に積極的に取り組んでいます。

全国各地で発生している大規模災害を教訓に、発電所への自立運転機能の付加等を進めています。停電時にも発電所内の電源を
確保し、発電所屋外に設置された非常用コンセントやEV急速充電器から電源を供給することが可能です。
また、災害時の拠点として活用できるよう、発電所の敷地内に広場や交流施設を整備するなどの取組を進めています。
さらに、地域連携水力発電マイクログリッド（大規模停電時に地域の防災拠点等に電力を直接供給する仕組み）の構築に向けて、送
配電事業者・市町村等との協議・研究を進めています。

2022（令和4）年に与田切発電所（飯島町）の上流で越百のしずく発電所の建設に着手し、2025（令和７）年に運転を開始しました。
与田切発電所は、与田切川から取水していますが、支流のオンボロ沢の影響で濁水・土石流の発生が多く、発電施設保護のため運転を停止することが多い発
電所でした。越百のしずく発電所では、濁水の発生が少ない与田切川上流から新たに取水し、その放流水を与田切発電所に導水することで、両発電所が継続
的かつ安定的な発電を行えるようになりました。

越百のしずく発電所（２０２５（令和７）年運転開始）
こす も

越百のしずく発電所　建屋外観 取水口建設工事（2023（令和５）年12月時点）

発電出力の増強や運転効率の向上、設備の強靭化を図るため、老朽化した既存発電所の大規模改修を進めています。
また、大規模改修にあわせて、保安の高度化・効率化を目指し、先端技術を活用した「スマート保安」の推進を図っています。

企業局の発電所で最大の出力を誇る春近発電所（伊那市）では、運転開始から64年を迎えた2022（令和４）年に大規模改修工事に着手し、2025（令和7）年に運
転を再開しました。従来よりも高効率な水車を採用し、発電出力・発電電力量の増加を見込むほか、発電施設の巡視に新たにドローン等を導入し、維持管理の高
度化・効率化を図っています。

春近発電所大規模改修工事（２０２５（令和７）年運転再開）

水車据付工事（2023（令和５）年12月）時点 水圧鉄管の工事（2023（令和５）年９月）時点

生まれ変わる発電所 災害時の電源確保

新規電源開発の推進

未来を見据えた 電気事業の取組
2050ゼロカーボン実現に向けて

安定的な電源供給を目指して

停電時に自立運転が可能となった美和発電所（伊那市） 西天竜発電所に整備されたEV急速充電器（伊那市）

再生可能エネルギーの供給拡大

2050ゼロカーボンの実現に向け再生可能エネルギーの供給を拡大するため、FIT
制度（固定価格買取制度）等を最大限活用し、新規発電所の建設や既存発電所の大
規模改修等による出力増強を計画的に進めています。
また、これまで企業局が培ってきたノウハウを活かし、市町村や土地改良区の電源開
発を調査から建設・管理まで支援するなど、更なる再生可能エネルギーの供給拡大
に取り組んでいます。

ゲート改修工事中の高遠ダム（伊那市）（2026（令和８）年１月時点）

市町村等の開発を支援（候補地点での流量観測）

新規建設工事中の湯の瀬いとおしき発電所（長野市）
（2024（令和６）年２月時点）
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AIやIoT等の先端技術を積極的に活用し、複数の発電所を一括して監視制御する「スマート保安」の推進や流入量予測による発電量
最適化、機器等の故障予兆の把握等により、限られた人材で効率的な業務を行うとともに、職員の技術力向上を図っています。
また、企業局の水力発電所で発電した電気と川中島の水（地下水）を用いた、100％再生可能エネルギー由来の水素ステーション
を整備し、水素生成と利活用を通じた再生可能エネルギーの安定供給について実証実験を進めています。

企業局電力の地消地産に向けた取組として、県庁舎の使用電力に企業局電力を活用しているほか、新たな環境価値を必要とする
RE100※1加盟企業のセイコーエプソン株式会社と直接契約し、中部電力ミライズ株式会社を通じPPA方式※2で電力を供給してい
ます。電気事業の利益の一部は未来を担う子供たちへの支援に活用する等、積極的に地域貢献に取り組んでいます。

安定的に電気を供給するためには、発電所やダムの適切かつ効率的な管理が欠かせません。日夜、施設の維持管理を実施するとと
もに、水資源を最大限有効に活用するため、発電所の形式や天候等を踏まえ、最適な運転に努めています。

中央制御所（長野市）では、発電所の運転や発電水量の調整等をAIなどの先端技術を活用して効率的に行っています。
また、発電施設には、水車や発電機のほか、河川から水を取り入れる取水口や発電所まで水を引き込む導水路等、様々な施設があり、巡視・点検や修繕を行って
電気が安定的に供給できるよう、適切な維持管理に努めています。

カメラによる遠方監視（中央制御所） 発電所点検の様子

近年新たに建設した発電所は、「地域連携型水力発電所」として建設の計画段階から発電所周辺地域の皆様に参画いただき、地域
の観光資源や学習の場として活用するとともに、近隣河川での魚の放流や発電所周辺の維持管理等に地域の皆様と協働で取り組
んでいます。

2023（令和５）年にしゅん工した西天竜発電所（伊那市）は、発電所を地下式にすることで生まれた敷地を活用し、地域の皆様の学びや交流の場として活用できる
交流センターや芝生エリア・遊具等を設けた「西天でんでん広場」を整備しました。停電時にも電気が使えるため、防災拠点としての役割も担います。

地域に開放された西天でんでん広場 与田切川再開発事業を記念したあまご放流

地域と連携した発電所づくり 電力の地消地産、地域への貢献

次世代の監視制御・エネルギーの活用に挑戦施設の適切な維持管理

未来を見据えた 電気事業の取組
新技術で未来を拓く

これからも地域とともに

越百のしずく発電所の電気を発電・供給・使用する３者 信州こどもカフェで食事をするこども達

AIや IoT 等の先端技術を活用し業務を行う中央制御所（長野市） 川中島水素ステーションと燃料電池自動車（長野市）

※１ RE100：自らの事業の使用電力を100％再エネで賄うことを目指す国際的な取組
※２ PPA方式：発電事業者と電力の購入者が、再エネ発電所で発電された電力について、価格等の条件を直接契約すること
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お客様に直接水道水を供給する末端給水事業（長野・上田地域）と
市町村などの水道事業者に水道用水を供給する用水供給事業（松本地域）
を経営しています。

水道事業

末端給水事業

用水供給事業

給水戸数

戸81,652 万㎥1,869
年間有収水量 料金収入

35.9億円

市2 村1

【水道事業概要】

３市１町（長野市、上田市、千曲市、坂城町）

年間供給量

14.4億円
供給料金収入

2,957万㎥
￥

￥

２市１村（松本市、塩尻市、山形村）（松本市、塩尻市、山形村）

Message
羽田　皇喜

上田水道管理事務所

供給区域

１.本山浄水場（塩尻市）の沈殿池
2.上田農水頭首工
3.水質分析する職員
4.小学生の諏訪形浄水場施設見学
5.千曲川水管橋（千曲市）の点検

2

5

3 4

1

（令和8年度計画値） 長野県の水道事業は、1964（昭和39）年に千曲川の
表流水を水源とした末端給水を開始し、その後、
1982（昭和57）年に奈良井ダムを水源とした用水供
給を開始しました。
現在、末端給水事業では、千曲川沿岸の３市１町（長
野市、上田市、千曲市、坂城町）の約８万2千戸を対象
に、年間1,869万㎥を供給しています。
用水供給事業では、２市１村（松本市、塩尻市、山形村）
に対して年間2,957万㎥を供給しています。
末端給水事業を都道府県が行うことは全国的にも稀で
あり、末端給水と用水供給の2つを行っている都道府
県は全国で長野県だけです。

お客様に安全・安心な水道水をお届けすることを使命
に、老朽化した施設や設備等を計画的に更新するとと
もに、大規模地震に備えて浄水場等の基幹施設や送
水管等の基幹管路の耐震化を進めています。
水道事業は、人口減少に伴う料金収入の減少、施設・
設備の老朽化等により、全国的に将来の経営環境の悪
化が懸念されています。
また、水道水を安定的に供給する持続可能な水道事業
経営の体制づくりに向け、関係市町村等との広域連携
の取組を進めています。
私たちはこうした水道事業の取組を通じ、水の恵みを
未来へとつなげていきます。

12 13



水の恵みを届ける 水道事業の取組

小規模水道の統合、老朽施設の更新への対応や公衆衛生の向上等を図るため、広域的な上水道の整備に
ついて地元からの要望を受け、1964（昭和39）年に給水を開始しました。末端給水事業では、給水地区の
各家庭等の蛇口まで水を届けています。

都市化に伴う人口増加による水不足の解消や生活水準の向上による水需要の増加に対応するため、地元か
らの要望を受け、1982(昭和57)年から松本市・塩尻市に、2009（平成21）年から山形村に用水供給を開
始しました。

塩尻IC

塩尻

塩尻北IC

松本IC
松本

新島々

道
車
動
自
野
長

線
井
ノ
篠
R
J

松本電
鉄上高

地線

JR大
糸
線

153

19

20

安曇野市

松本市

塩尻市

山形村

奈良井ダム

接合井

片平取水場

小曽部川

梓川

川
井
良
奈

川中島

今井

篠ノ井

稲荷山

姨捨

冠着

千曲

戸倉

テクノ
さかき

坂城

西上田

上田

上田原

中野別所温泉

屋代

千曲市

坂城町

上田市

長野市

道車
動自

越信
上

上田農水頭首工

屋代高校前

【末端給水事業】
　　浄水場
　　ポンプ場
　　配水池
　　送水管
　　導水管

【用水供給事業】
　　浄水場 　　送水管
　　ポンプ場 　　市村送水管
　　減圧弁 　　導水管
　　受水池 　　導水トンネル

【配水池】

川中島水道管理事務所
（四ツ屋浄水場）

上田水道管理事務所
（諏訪形浄水場）

１

１
２

３
４

５
６

７

９

８

１

９

２
３
４
５
６
７
８

10
11

53
45
46
47

48
49
50

51

44 52

54

43

41

42
39

38

36

3740

28 30

27
1734

32
33 31

35
23
22

16
24
18 20

21
26
25

1012

11

13 14
15

19

29

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

諏訪形
原峠
下之郷
リサーチパーク
林間工業団地
東前山第１
東前山第２
奈良尾
別所
野倉
岳ノ尾

新田
八木沢
八木沢第2
舞田

坂城第１
坂城第２
中之条
南日名
葛尾
入横尾
網掛

１

村上
御所沢
鼠（休止）
新地（休止）

磯部
更級第１
更級第２
戸倉
上山田
漆原第１
漆原第２

城腰
新山
森
倉科
更埴第１
稲荷山
更埴（調整池）

長谷第1
長谷第２
四野宮
柳沢

新田
共和
小松原
犬石
十二
青池
若林
茶臼山第１
茶臼山第２
篠ノ井（調整池）

上田市 12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22

坂城町

23
24
25
26

27
28
29
30

33

31
32

千曲市

34
35
36
37
38
39
40

41
42
43
44

長野市

松塩水道用水管理事務所
（本山浄水場）

【受水池】

１
２
３
４
５
６

７
８

９
10
11
12

13
14
15
16

17

松原
寿
並柳
藤井
妙義
茶臼山

今井第1
今井第2

本山
床尾
郷原
小坂田

柿沢
片丘
片丘第2
野村

横出ヶ崎

松本市

塩尻市

山形村

１
２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

14
15

16

17

13

浄水場の維持管理

浄水場の処理工程や配水池等の水位データ等を常
時監視し、水量・水質・薬品注入を適切に管理し
ています。設備に異常が生じた時は、警報で知らせ、
迅速に対応しています。

運転管理

浄水場の監視・運転管理

送水ポンプなど浄水場の運営に必要不可欠な設備
を適切に管理しており、定期点検の際に異常があれ
ば速やかに修繕を実施し、設備の健全化に努めて
います。

定期点検

小松原送水ポンプの定期点検

水質監視や水質検査等により、浄水工程における
水質を常時チェックしています。原水の水質の変化
に応じて薬品量等をコントロールして適切な水質管
理に努めています。

水質管理

水質分析

お客様に安全・安心な水道水を安定供給するため、
水道管や水管橋等を定期点検しており、有事の際
も速やかに対応できるよう管理しています。

定期点検

千曲川水管橋の定期点検

水道管の維持管理

漏水が発生すると、水圧低下や道路陥没など、お
客様の生活に悪影響を及ぼします。定期的な漏水
調査を行うことで、漏水の早期発見、重大な被害
抑制ができるよう努めています。

漏水調査

音聴棒による漏水調査

水道管は経年劣化等の様々な要因で漏水が発生す
ることがあります。漏水による道路陥没や周辺世帯
の濁水等の被害を防ぐため、速やかな漏水修理を
実施しています。

漏水修理

破損した管路の修繕工事

末端給水事業 用水供給事業
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事業開始時や拡張時に集中して整備した水道施設や設備は、更新が必要となる時期も集中するため、アセットマネジメント（長期的
収支予測に基づく資産管理）の手法を取り入れ、将来にわたってお客様に安全・安心な水を安定的にお届けできるよう、施設・設
備の計画的な更新を図っています。
また、近年頻発する大規模地震を踏まえ、浄水場や送水管などの基幹施設・管路等を優先して耐震化しています。

本格的な人口減少による水需要の減少、老朽化する施設・管路の更新、水道事業に携わる専門人材の確保・育成などの課題に
対応するため、関係市町村と連携し、持続可能な経営体制の構築に向けた広域化・広域連携の推進や、将来の地域にふさわしい
水道事業のあり方について、検討しています。

頻発する豪雨等の災害に備え、浄水場など基幹施設の浸水対策や、災害時でも飲料水や生活水を確保できる応急給水拠点「安心
の蛇口」を避難所となる学校等に整備しています。
また、地元市町村との災害時連携協定に基づく情報共有体制等の強化や合同防災訓練の実施等、ハード・ソフト両面から防災対
策に取り組んでいます。

末端給水エリア（長野市、上田市、千
曲市及び坂城町）では、関係市町及び
企業局で「上田長野地域水道事業広
域化協議会」を設置し、水道事業の広
域化について検討を進めています。

●上田長野地域での取組

用水供給エリア（松本市、塩尻市及び
山形村）では、関係市村及び企業局で
「松塩地域水道事業広域化研究会」を
設置し、水道事業のあり方について、
検討しています。

●松塩地域での取組

災害時でも飲料水や生活水を確保する
ことを目的とした応急給水拠点です。
災害時には、複数の蛇口を備えた組立
式の非常用給水装置を「安心の蛇口」
に接続して、給水することができます。

●安心の蛇口

上田長野地域水道事業広域化協議会の開催

松塩地域水道事業広域化研究会の開催 松塩地域水道事業広域化研究会での現場視察の様子

実務研修会（工事現場視察） 県内市町村等水道職員の技術向上を目的に研修会を開催

新しい浄水池への送水管分岐工事（諏訪形浄水場） 送水管敷設工事（長野市塩崎地区）

安心の蛇口（長野市三本柳中央公園）

水の恵みを届ける 水道事業の取組
安全・安心な水の安定的な供給を目指して

持続可能な経営体制の構築に向けて

老朽化対策・耐震化

水道事業の広域化・広域連携

ハードとソフト、両面からの防災対策

安心の蛇口を活用した防災訓練

令和元年東日本台風翌日の取水口除塵作業（上田農水頭首工） 給水車による応急給水訓練
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凡例 発電所　　  ダム　　  企業局機関

長野県企業局概況図

至 十日町
至 金沢

至 妙高高原
飯山

長野

篠ノ井

信濃大町

松本

塩尻

岡谷

辰野

伊那市

駒ヶ根

伊那大島

木曽福島

飯田

上諏訪

上田

小諸

佐久平

軽井沢 至 高崎

至 甲府 至 小淵沢

至 豊橋

至 名古屋

上信越自動車道

中央自動車道

至 糸魚川

千曲川

野尻湖

姫川

裾花川

神川

千曲川

諏訪湖

三峰川

天竜川

小渋川

木曽川

犀川

北信発電管理事務所
中央制御所
水素ステーション
川中島水道管理事務所
四ツ屋浄水場

末端給水事業給水区域（P14）

菅平ダム管理所

上田発電建設事務所

松本発電建設事務所

企業局本庁（長野県庁7階）
［経営推進課・電気事業課・水道事業課］

高遠ダム管理所

飯田発電建設事務所

南信発電
管理事務所

菅平ダム

豊丘ダム

湯川ダム

高遠ダム

奥裾花ダム

裾花ダム

湯の瀬ダム

上田水道管理事務所
諏訪形浄水場

松塩水道用水管理事務所
本山浄水場

用水供給事業
給水区域（P15）

横川ダム

奈良井ダム

美和ダム

小渋ダム
片桐ダム

松川ダム

箕輪ダム

10

11
12

13

14

15

16

17

20

28

18

21
19

22

23

24 25
26

29

27

１
２

３

４

５

６

７

８

９

企業局本庁

（2026（令和8）年4月1日現在）

本山浄水場着水井
（松塩水道用水管理事務所管内）

春近発電所
（南信発電管理事務所管内）

金峰山川発電所
（北信発電管理事務所管内）

篠ノ井調整池
（川中島水道管理事務所管内）

諏訪形浄水場沈殿池
（上田水道管理事務所管内）
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発電所名※1 所在地 形式 運転開始 最大出力
（kW）

年間発電
電力量※2

（千kWh）

最大使用
水量

（㎥/s）

最大有効
落差
（m）

水車形式 備考

南
信
発
電
管
理
事
務
所
管
内

① 美和 伊那市 ダム式 令7.5.1
〈昭33.2.1〉

13,000
〈12,200〉

47,500
〈43,807〉 25.60 58.91

〈58.85〉 立軸フランシス（2台）

② 春近 伊那市 ダム
水路式

令7.4.1
〈昭33.7.14〉

25,600
〈23,600〉

108,000
〈103,824〉 19.00 151.37

〈151.80〉
立軸フランシス（2台）

横軸クロスフロー（1台）

③ 西天竜 伊那市 水路式 令4.2.1
〈昭36.12.1〉

3,200
〈3,600〉

18,100
〈11,500〉

5.56
〈6.86〉

63.95
〈65.22〉 横軸フランシス（2台）

④ 四徳 中川村 水路式 昭39.2.7 1,800 5,382 1.37 165.00 横軸フランシス

⑤ 小渋第1 松川町 ダム式 昭44.3.1 3,000 9,697 8.00 46.10 立軸カプラン

⑥ 小渋第2 松川町 ダム
水路式

平31.1.14
〈昭44.3.1〉

7,000
〈6,500〉

30,580
〈24,842〉 8.00 99.90 立軸フランシス

⑦ 小渋第3 松川町 ダム式 令6.8.1
〈平12.4.1〉

560
〈550〉

2,670
〈2,620〉

0.88
〈0.88〉

83.05
〈83.41〉

横軸単輪二射
ターゴインパルス

⑧ 与田切 飯島町 水路式 令6.10.1
〈昭61.4.1〉

6,600
〈6,300〉

26,300
〈23,763〉

2.40
〈2.40〉

321.79
〈321.32〉 横軸単輪二射ペルトン

⑨ 大鹿 大鹿村 水路式 平2.5.1 10,000 43,998 4.50 266.40 立軸単輪四射ペルトン

⑩ 大鹿第2 大鹿村 水路式 平11.4.1 5,000 21,913 1.70 356.22 横軸単輪二射ペルトン

⑪ 奥木曽 木祖村 ダム式 平30.2.20
〈平6.6.1〉

5,050
〈4,800〉

20,758
〈18,903〉 4.70 125.12 横軸二輪両掛

フランシス

⑫ 高遠さくら
（高遠） 伊那市 ダム式 平29.4.1 199 1,498 1.10 23.00 横軸フランシス

⑬ 横川蛇石 辰野町 ダム式 令2.4.1 199 1,512 1.40 17.89 横軸フランシス

⑭ 信州もみじ湖 箕輪町 ダム式 令3.6.1 199 1,100 0.47 52.00 横軸フランシス

⑮ くだものの里
まつかわ 松川町 ダム式 令3.4.1 380 2,100 1.23 39.88 横軸フランシス

⑯ 小渋えんまん 松川町 ダム
水路式 令3.4.1 199 1,160 0.29 91.93 横軸フランシス

⑰ 奈良井 塩尻市 ダム式 令10予定
〈昭59.4.1〉

930
〈830〉

5,600
〈5,100〉 2.50 41.80 横軸フランシス 改修

工事中
予定値

⑱ 松川ダム 飯田市 ダム式 昭61.5.1 1,200 3,200 2.50 60.10 横軸フランシス

⑲ 越百のしずく 飯島町 水路式 令7.10.1 1,565 5,500 1.80 106.92 横軸単輪二射
ターゴインパルス

⑳ 大泉地点 南箕輪村 水路式 
（砂防堰堤活用） 令10予定 116 672 0.56 30.20 横軸クロスフロー 設計中 予定値

㉑ 中央アルプス
こまかっぱ 駒ケ根市 水路式 

（砂防堰堤活用） 令10予定 1,999 10,489 1.30 191.00 横軸ペルトン 建設中 予定値

北
信
発
電
管
理
事
務
所
管
内

㉒ 菅平 上田市 ダム
水路式 昭43.12.1 5,400 18,145 2.40 276.05 立軸フランシス

㉓ 裾花 長野市 ダム式 令4.2.3
〈昭44.5.15〉

15,500
〈14,600〉

55,248
〈46,816〉 18.00 98.37 立軸フランシス

㉔ きなさ
（奥裾花） 長野市 ダム式 昭54.2.1 1,700 4,031 4.00 53.68 横軸フランシス

㉕ 水芭蕉
（奥裾花第2） 長野市 ダム式 平29.4.1 999 5,745 2.53 48.17 横軸フランシス

㉖ 豊丘ダム 須坂市 ダム式 令7.8.1
〈平6.5.1〉

178
〈150〉

1,123
〈817〉

0.40
〈0.40〉

56.4
〈54.90〉 横軸フランシス

㉗ 森泉湯川 御代田町 ダム式 令6.6.1 151 690 0.73 26.40 横軸フランシス

㉘ 金峰山川 川上村 水路式 
（砂防堰堤活用） 令6.6.1 145 950 1.10 16.30 S型チューブラ

㉙ 湯の瀬いとおしき 長野市 ダム式 令8.9予定 860 3,000 8.60 12.15 S型チューブラ 建設中 予定値

計　（令8.4.1時点）　　（予定値を含む）
109,654
112,729

442,000
456,661

ダム名 所在地 形式 竣工 堤高
（ｍ）

堤頂長
（ｍ）

堤体積
（千㎥）

総貯水容量
（千㎥）

有効貯水容量
（㎥） 用途 関連事業

南信発電
管理事務所管内 高遠 伊那市 コンクリート

重力式 昭33 30.9 76.1 21.97 2,310 500 かんがい・発電 三峰川総合開発事業
（かんがい・発電）

北信発電
管理事務所管内

菅平 上田市 コンクリート
重力式 昭43 41.8 149.7 79.00 3,451 3,242 かんがい

上水道・発電
神川総合開発事業

（かんがい・上水道・発電）

湯の瀬 長野市 コンクリート
重力式 昭44 18.0 140.0 15.00 330 290 上水道・発電 裾花川総合開発事業

（上水道・発電）

施設名 所在地 施設能力 水源 ろ過方式

諏訪形浄水場 上田市諏訪形 48,000㎥/日 千曲川表流水 急速ろ過方式

四ツ屋浄水場 長野市川中島町四ツ屋 52,000㎥/日 浅井戸 滅菌処理方式

本山浄水場 塩尻市本山 86,400㎥/日 奈良井川表流水 急速ろ過方式

※1愛称のある発電所は「愛称（正式名称）」で表記しています。　※2平年の発電電力量です。天候や改修工事などにより変動します。
＊改修工事を行った発電所は〈〉内に改修前の諸元を記載しています。（予定を含む）

発電所一覧

ダム一覧浄水場一覧
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長野県企業局では、電気や土木の技術職員が県民の暮らしを
支えるため、日々働いています。
電気や水道といった生活に欠かせない「ライフライン」を守る
仕事は、大きな誇りとやりがいがあります。

●電気・機械について学ぶ学生のみなさん
●電気・機械分野の技術を持つ方

長野県企業局ホームページ ▶ ▶ ▶ ブランドサイト ▶ ▶ ▶

動画などを通じてより詳細に
企業局について紹介しています

企業局PRキャラクター

水望メグ
みず もち

松塩水道用水管理事務所
塩尻市大字宗賀字本山5225-1
TEL 0263-52-3330　FAX 0263-52-3331

北信発電管理事務所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-283-7041　FAX 026-283-7614

上田発電建設事務所
上田市天神1-8-1（上田駅前ビルパレオ内）
TEL 0268-71-0791　FAX 0268-71-0792

菅平ダム管理所
上田市菅平高原1278
TEL 0268-74-2177　FAX 0268-74-2713

上田水道管理事務所
上田市諏訪形613
TEL 0268-22-2110　FAX 0268-22-2994

川中島水道管理事務所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-284-1700　FAX 026-284-1702

企業局（本庁）
長野市大字南長野字幅下692-2（長野県庁7階）
TEL 026-235-7371　FAX 026-235-7388

中央制御所
長野市川中島町四ツ屋100
TEL 026-214-0300　FAX 026-283-7614

松本発電建設事務所
松本市空港東8909（松本空港ターミナルビル内）
TEL 0263-87-8210　FAX 0263-87-8260

高遠ダム管理所
伊那市高遠町東高遠花畑466
TEL 0265-94-2210　FAX 0265-94-2167

南信発電管理事務所
伊那市狐島3802-2
TEL 0265-72-6121　FAX 0265-78-8050

飯田発電建設事務所
飯田市座光寺3349-1（エス・バード内）
TEL 0265-49-4110　FAX 0265-49-4112

あなたの力を企業局で
活かしてみませんか？

あなたの“技術”を社会のチカラに！

企業局HP
（職員採用情報ページ）

採用情報はコチラ！


